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この仮説に基づき，本論文では 4 つの皮膚変形提示デバイスを試作した．その中でも第 2 試作で
は，歩行ナビゲーション時の方向提示への応用を考え，腕の長軸方向と垂直な上下左右方向に対
する牽引力提示を行うことを目的としたデバイスを製作した．また第 4 試作では，書道教示時の方向
提示への応用を考え，地面に対して平行に伸ばした前腕への前後左右方向に対する牽引力提示を
行うことを目的としたデバイスを製作した．  
製作したデバイスを重さ知覚実験と方向知覚実験を用いて評価し，牽引力が提示可能であるこ
と，方向提示が可能であることが示された．この結果から製作したデバイスによって牽引力による方向
提示が可能であることが示された．したがって映像・音声による方向提示の課題である情報の解釈・
判断を省いた直感的な方向提示が製作したデバイスにより可能であると考えられる． 
